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　「撮影」と「読影」が画像診断の両輪である。これは昔から画像診断に対する筆者の基本

姿勢である。どちらか一方が欠けても，診断は正しく前に進まない。読影力がいかに優

れていても，撮影が不十分であれば正しい答えにたどり着くことは難しく，逆にいくら

よい画像が得られていても，読影が不十分であれば診断は誤った方向へと進んでしまう。

両輪がそろってこそ，画像診断は本来の力を発揮することができる。

　しかし現状を見渡すと，放射線科医の関心は「読影」に偏りがちである。研究会や雑誌

では読影に関する知識が深く掘り下げられている一方，「撮影」を正面から取り上げる機

会は多くない。むしろ，「撮影」は研究の題材として敬遠される傾向すらある。特にMRI

は原理が複雑であるため，技師に任せきりになることが少なくない。だが，それでは画

像診断は，正しく進むことができない。どんなに読影力を磨いても，適切に撮影（撮像）

されていないMRI画像の前では無力である。

　日常臨床で診断に迷うことは少なくない。そのとき「読影力をもっと磨けばよかった」

と思うこともあれば，「撮影を工夫すれば病変がよりはっきりみえたのではないか」と気

付かされることもある。実際，撮影に改善の余地があった例は決して少なくない。より

高い診断精度を目指すうえで，適切な撮影プロトコルは画像診断の質を確実に高める力

をもっている。

　画像診断の標準化の必要性が叫ばれて久しいが，日本においてMRI撮像は本当に標準

化されているだろうか。決してそうではない。病院数や装置台数が多く，性能にも大き

な差がある現状では，標準化は容易ではないと感じられるかもしれない。しかし，ガイ

ドラインで推奨される撮像プロトコルは決して特別なものではない。まずはその基本を

理解し，確実に実践することが重要である。それだけでも，国内全体の診断精度は底上

げされると期待される。

　さらにMRIの魅力は，工夫次第で画質を大きく向上させられる点にある。筆者自身，

技師の方々とともに撮像法を工夫し，従来より効率的かつ鮮明な画像を得てきた経験が

ある。特別な装置でなくても，よりよい画像を求める姿勢とアイディアさえあれば，

MRIはそれに応えてくれる大きな可能性を秘めている。加えて，新しい技術も日進月歩

で開発されており，その活用法を模索する試行錯誤はこれからも続くだろう。そうした

創意工夫を重ねるためにも，やはり基本となる撮像プロトコルの理解が不可欠である。

　こうした思いから，本特集を企画した。多忙のなかにもかかわらず執筆を引き受けてく

ださった各分野のエキスパートの先生方に，心より感謝を申し上げたい。本特集が読者に

とって，画像診断の両輪の1つである「撮影」の重要性を改めて考えるきっかけとなり，日

常診療における撮影プロトコルの向上に役立つことを願う。そして，各施設においてより

よいMRI画像が得られ，患者にとって最善の診断と治療につながることを期待している。
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